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なのはな

菜
の
花
咲
け
ば　

野
に
一
面
の

　
　

春
の
歌
声　

流
れ
来
る

　

鳴
く
雁
の
群　

野
山
を
越
え
て

　
　
　

は
る
か
な
国
へ　

ナ
ビ
も
無
く

　
　

な
ご
や
か
サ
ー
ク
ル　

の
ど
か
な
団
地

　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
の
祭
り
も　

夏
に
あ
り

その 5
折込み都々逸

■3月29日 (日 )
　　　　13時〜
■武蔵台公民館
　多目的ホールにて

　総会は、全会員をもって構成する自治会の最高
議決機関です。
　年１回の定期総会を開催し、会員の過半数の出
席（委任状を含む）で成立します。
　26年度事業報告、決算、次年度活動方針、予算、
役員の選出等重要なことを議決します。
　ぜひ、皆様の参加をお願いいたします。

こま武蔵台自治会
定例総会を開催します

奥
む
さ
し
駅
伝　

三
連
覇
な
ら
ず
！

　

新
春
恒
例
の｢

第
13
回
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走

大
会｣

が
１
月
25
日
快
晴
の
下
、
東
飯
能
駅
前

を
ス
タ
ー
ト
し
、
西
吾
野
折
り
返
し
、
飯
能
大

通
り
ゴ
ー
ル
ま
で
の
６
区
間
３
８
・
７
９
２
キ

ロ
を
、
２
０
７
チ
ー
ム
が
瀧
不
動
前
に
陣
取
っ

た
武
蔵
台
・
横
手
台
の
み
な
さ
ん
の
熱
烈
な
応

援
を
う
け
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

地
区
体
協
の
部
で
三
連
覇
を
目
指
す
我
が

｢

武
蔵
台
・
横
手
台
体
育
協
会｣

は
ゼ
ッ
ケ
ン

２
０
１
番
を
胸
に
往
路
は
ト
ッ
プ
の
勢
い
で
健

闘
し
ま
し
た
が
、
終
盤
か
わ
さ
れ
惜
し
く
も
２

位
と
な
り
三
連
覇
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
く
に
第
５
中
継
所
は
関
門
と
い
わ
れ
、
過

去
12
回
た
す
き
リ
レ
ー
が
で
き
ず
繰
り
上
げ
ス

タ
ー
ト
し
た
経
験
か
ら
、
第
５
区
を
走
っ
た
佐

多
君
は
残
り
３
０
０
ｍ
を
自
分
に
向
か
っ
て
大

き
く
手
を
振
る
第
６
走
者
の
松
田
君
め
が
け
て

必
死
に
一
直
線
に
走
り
ま
し
た
。
結
果
は
繰
り

上
げ
ス
タ
ー
ト
ま
で
残
り
27
秒
で
ギ
リ
ギ
リ
繋

が
り
ま
し
た
。
無
事
に
た
す
き
を
渡
す
こ
と
が

で
き
た
佐
多
君
は
「
最
高
の
瞬
間
で
し
た
。
地

区
初
の
「
た
す
き
リ
レ
ー
」、
そ
の
一
番
お
い

し
い
と
こ
ろ
に
運
良
く
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
駅
伝
っ
て
す
ば

ら
し
い
」
と
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
は
「
中
央
大
学
Ａ
チ
ー
ム
」
が
優

勝
、
高
校
の
部
は｢

埼
玉
栄｣

が
ブ
ッ
チ
ギ
リ

の
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　1月10日（土）に武蔵台地区安全祈願新春の集いがこ
ま武蔵台ショッピングセンター広場（みんなの広場）
で行われました。 会場では早朝からお手伝いの方々
が、お餅、豚汁、たこ焼を用意してくださり、準備
万端の中、開始となりました。  
　寒い中、外で食べる豚汁はとても温まり、開始
早々、たくさんの人で賑わいました。
　お餅つきは皆様の『よいしょ、よいしょ』の掛け
声とともに小さなお子様からご年配の方まで楽しく
つくことができました。周りの方々もたくさんの元
気パワーをいただけたお餅つきとなりました。他に
もたこ焼には行列ができるほどの人気で何度もおか
わりしてしまう程のおいしさでした。
　また、つきたてのお餅を頂きながらのお囃子は会
場をより一層盛り上げ、獅子舞いを見て泣き叫ぶ子
や追いかけ回す子・・・・・。それを見ていた周り
の方々の笑顔も会場中に広がりました。

　来年も多くの方が参加
し、楽しい集いとなると
よいと思います。
　2015年も安心、安全の
街づくりを目指していき
ましょう。また、ご協力
頂いた全ての皆様に感謝
申し上げます。ありがと
うございました。

賑わった新春の集い

　

福
祉
ネ
ッ
ト
で
は
、
東
急
ス
ト

ア
ー
が
撤
退
し
た
あ
と
の
広
場
名

を
昨
年
公
募
し
た
と
こ
ろ
多
数
の

応
募
が
あ
り
、
１
月
９
日
に
選
考

会
を
開
き｢

み
ん
な
の
広
場｣

に

決
ま
り
ま
し
た
。
同
時
に
商
店
街

に
入
っ
た
福
祉
ネ
ッ
ト
の
事
務
所

を｢

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン｣

と
し
ま

し
た
。
散
歩
や
買
い
物
が
て
ら
に

多
く
の
方
々
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

広場の名を「みんなの広場」に
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平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）

午
後
7
時
～
8
時
55
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
次
年
度
に
向
け
て
の
検
討

　

各
専
門
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ａ
環
境
衛
生
部
：
今
ま
で
の
こ
と
を
継
続

的
に
や
る
こ
と
が
良
い
と
思
っ
て
る
。

た
だ
、
来
年
度
は
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の

中
の
補
修
を
す
る
か
ど
う
か
。

ｂ
文
化
厚
生
部
：
来
年
度
バ
ス
旅
行
を
計

画
し
た
い
。
自
治
会
か
ら
10
万
の
補
助

を
願
い
た
い
。

ｃ
広
報
部
：
現
在
の
広
報
誌
は
自
治
会
側
か

ら
の
一
方
的
な
情
報
提
供
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
会
員
側
か
ら
の
情
報
を

掲
載
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
子
ど
も
会
準
備
委
員
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

子
供
会
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
健
全
育

成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
事
業
等
重
な
る

部
分
が
か
な
り
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
小
学

校
で
は
放
課
後
「
台
っ
子
」
と
い
う
の
が

あ
る
。
そ
れ
ら
の
団
体
が
あ
る
上
に
子
供

会
と
い
う
団
体
設
立
は
か
な
り
難
し
い
か

と
考
え
て
い
る
が
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品

贈
呈
に
つ
い
て
は
予
算
も
10
万
用
意
し
て

あ
る
の
で
今
年
も
行
い
た
い
。

（
３
）
掲
示
板
の
総
点
検
と
改
修
及
び
自
治

会
館
雨
漏
り
箇
所
の
修
理
に
つ
い
て

（
４
）
区
長
要
望
に
つ
い
て

　

役
員
全
員
（
区
長
、
班
長
）
で
問
題
箇

　

平
成
26
年
度
（
1
月
）

　

第
10
回
定
例
役
員
会
報
告

所
の
洗
い
出
し
（
２
月
役
員
会
ま
で
に
）

　

関
係
団
体
（
民
生
委
員
、
福
祉
ネ
ッ
ト
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
健
全
育
成
会
）
へ
の
案
内

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

４
丁
目　

山
川
地
区
長

　
　

新
班
長
会
議
で
、
大
掃
除
四
回
は
多

い
、
会
員
の
要
望
を
聞
く
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
あ
っ
た
。
武
蔵
台
だ
よ
り
に
地
区

長
発
言
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
望
に

対
す
る
回
答
も
載
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

５
丁
目　

有
本
地
区
長

　
　

赤
坂
公
園
交
差
点
に
カ
メ
ラ
設
置
を
要

請
で
き
な
い
か
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
徐
行

も
し
な
い
で
通
行
し
て
い
る
の
で
危
険
で

あ
る
。
カ
メ
ラ
設
置
で
注
意
喚
起
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

６
丁
目　

岡
本
地
区
長

　
　

新
班
長
会
議
で
、
高
齢
者
の
方
は
班
長
業

務
の
免
除
（
会
則
で
は
職
務
を
免
れ
る
と
い

う
字
句
を
使
っ
て
い
る
）
が
可
能
で
あ
る

が
、
高
齢
者
と
い
う
の
は
何
才
な
の
か
明
確

に
し
て
く
れ
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

７
丁
目　

柳
沢
地
区
長

　
　

３
月
に
今
回
決
ま
っ
た
新
地
区
長
、
新

副
地
区
長
と
旧
班
長
と
の
引
継
ぎ
打
ち
合

わ
せ
を
兼
ね
た
会
合
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
事
務
局

　

１
月
11
・
12
日
の
両
日
に
地
区
長
、
副

地
区
長
が
主
体
と
な
り
来
年
度
の
新
班
長

会
議
開
催
し
た
。

（
２
）
会
計

　

来
年
度
予
算
は
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー
で

や
る
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。
来
週
に
で
も

部
分
監
査
を
お
願
い
し
た
い
。

（
３
）
安
全
対
策
部

　

12
月
に
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
を
３
回
、
部

会
、
７
丁
目
防
災
訓
練
を
行
っ
た
。

（
４
）
環
境
衛
生
部

　

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
外
部
補
修
は
、
ほ

ぼ
終
わ
っ
た
。

（
５
）
文
化
厚
生
部

　

２
月
11
日
（
水
）
予
定
の
武
蔵
台
サ
ロ

ン
開
催
は
祝
祭
日
の
た
め
中
止
と
な
る
。

３
月
は
予
定
通
り
行
う
。

（
６
）
体
育
部

　

１
月
25
日
（
日
）
奥
武
蔵
駅
伝
の
応
援

対
応
に
つ
い
て

ごみ出しはルールを守りましょう

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　ごみ出しのルールとマナーは、資源とごみの区別を分別ガイ
ドブックで確認し、
決められた方法で、決められた日に、決められた場所に出
す、守られていないゴミは収集しない

ですが、下の写真はそのルールとマナーが守られずに昨年末か
ら収集されずに残っているものです。次のような文が添えられ
ています。

《告》
今まできちんと守られてきたルールが破られつつあります。
中身を洗い、キャップを外し、シールを取り、出す。これが
ルールです。最初の頃は外部の者がと思っていましたが、今回、
女性用の化粧水のボトルが入っていました。よってこのボト
ル類は、ここを利用する方に限定されます。今までは善意で
処理してきましたが、今回から越年してでもこのままです。

　写真は1月25日に写したものですが、2月2日には右側の
ペットボトルの入った袋は無く、
左側の洗剤容器などの入った袋
がいまだ残されていました。ダ
ストボックスは使用する班の互
助管理により維持されていま
す。誰もが気持ちよく清潔に使
用するためにはルールは守られ
なければならず、班長さんや清
掃当番が片付けるべきものでも
ありません。

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐

欺
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
が
ま
だ
ま

だ
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
年
金
支
給

日
に
あ
わ
せ
、
最
寄
の
駅
や
ス
ー

パ
ー
入
口
街
頭
で
、
毎
回
注
意
喚

起
の
呼
び
掛
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

当
区
長
も
協
力
し
て
行
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
２
月

飯
能
駅
前
の
銀
行
で
年
金
を
下
ろ

し
た
方
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
前
で

ひ
っ
た
く
り
に
会
う
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
物
騒
な
世
の
中
で

す
、
ど
う
か
皆
様
始
め
ご
高
齢
の

方
は
特
に
銀
行
帰
り
に
は
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

◆◆ひったくりに注意 ◆◆
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第八回　こま武蔵台サロン
日時：平成27年3月11日（第二水曜日）
場所：こま武蔵台自治会館２階洋間

住民の親睦と交流の場

時間　13：00～14：00�胡弓研究会の皆さん
　　　　　　指導者　�新井朝子

第一部　胡弓演奏会&皆でハミング

第二部　介護予防教室
時間　14：10～15：10
テーマ「ロコモ体操の効果をチェックしよう」
　　　　　　体力測定:ストレッチ&ロコモ体操
講師　看護師　片山　美幸（高麗地区包括センター）

主催　こま武蔵台自治会：文化厚生部

自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

平
成
27
年
2
月
21
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時
05
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
議
案
書
素
案
検
討

ａ
26
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て

ｂ
26
年
度
会
計
実
績
に
つ
い
て

ｃ
27
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算
に
つ

い
て

＊
今
年
は
各
種
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る

の
で
行
事
計
画
の
変
更
に
注
意
願
い
ま

す
。
夏
祭
り
８
月
１
日
（
土
）
ま
た

は
、
８
月
８
日
（
土
）

（
２
）
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
取
り
扱
い
に

つ
い
て

　

平
成
26
年
度
（
2
月
）

　

第
11
回
定
例
役
員
会
報
告

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

４
丁
目　

山
川
地
区
長

　
　

集
団
検
診
等
を
27
年
度
自
治
会
健
康

方
針
に
し
て
は
ど
う
か

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
事
務
局

　

掲
示
板
３
カ
所
の
修
理
を
行
っ
た
。

（
２
）
会
計

　

26
年
度
会
計
監
査
を
実
施

（
３
）
広
報
部

　

自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
て

い
る
行
事
・
活
動
写
真
をYoutube

に
投

稿
し
た
い
。

（
４
）
環
境
衛
生
部

　

来
年
度
は
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
内
部
補
修

に
着
手
し
た
い
。

（
５
）
文
化
厚
生
部

　

３
月
11
日
（
水
）
に
武
蔵
台
サ
ロ
ン
を

予
定
し
て
い
る
。

（
６
）
体
育
部

　

２
月
28
日
、
部
会
を
行
う
予
定

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
１
丁
目
鈴
木
地
区
長
の
協
力
で
中
央
通

り
３
丁
目
入
口
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま

し
た
。

ｂ
自
治
会
館
脇
西
武
鉄
道
護
岸
工
事
２
月

末
に
て
終
了

ｃ
７
丁
目
２
街
区
道
路
補
修
工
事
完
了

ｄ
中
の
田
公
園
公
衆
ト
イ
レ
内
装
・
外

壁
、
屋
根
改
修
工
事
完
了

ｅ
２
月
12
日
（
木
）
福
祉
ネ
ッ
ト
役
員
会

出
席
、
３
月
21
日
（
金
）
事
務
所
移

転
、
４
月
１
日
新
事
務
所
オ
ー
プ
ン

ｆ
２
月
13
日
（
金
）
西
武
鉄
道
検
修
場
と
３
役

打
合
せ
（
地
域
企
業
と
連
携
に
つ
い
て
）

ｇ
３
月
７
日
（
土
）
青
少
年
健
全
育
成
会

役
員
会　

ｈ
３
月
14
日
（
土
）
武
蔵
台
中
学
校
卒
業
式

（
２
）
区
長

ａ
２
月
22
日
（
日
）
日
高
市
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム

ｂ
２
月
27
日
（
金
）
日
高
市
市
民
祭
り
協

議
会

ｃ
３
月
３
日
（
金
）
日
高
市
青
少
年
い
じ

め
対
策
協
議
会

ｄ
３
月
13
日
（
金
）
日
高
市
区
長
会
役
員
会

以
上

哀愁のメロディー

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
修
理
依
頼
あ
り 

①
７

丁
目　

榎
田
緑
道
沿
い
73
番
、
74
番
多
少

傾
き
懸
念
②
４
丁
目
32
番
B
O
X
内
の
排

水
改
善
要
望
あ
り
。
傾
き
は
現
在
支
障
が

な
い
が
継
続
監
視
す
る
。
庫
内
水
捌
け
に

つ
い
て
は
今
後
悪
い
順
か
ら
計
画
的
に
修

理
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ｂ
独
居
世
帯
の
状
況
確
認
方
法
が
今
後
の

課
題
。

ｃ
１
月
15
日
福
祉
ネ
ッ
ト
役
員
会

（
２
）
区
長

ａ
１
月
17
日　

日
高
市
青
少
年
健
全
協
議
会

ｂ
１
月
22
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会

ｃ
１
月
23
日　

日
高
市
区
長
会
役
員
会

ｄ
１
月
27
日　

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

ｅ
１
月
29
日　

日
高
市
防
火
安
全
協
会

ｆ
２
月
７
日　

日
高
市
凧
揚
げ
大
会　

以
上

職場体験学習
　武蔵丘車両検修場では、2月16日から18
日の3日間、武蔵台中学校1年生の生徒2名
（浅見篤志君と齊藤丈人君）の職場体験学習の
受入を行いました。
　これは中学生の社会体験を支援するため、
毎年行われているものです。
　二人とも、自分の家の近くに大きな電車の
整備工場があることに驚いた様子でした。
　体験学習では、電車部品の出庫、ドアの組立、
車輪の整備などの作業実習を一生懸命に取り
組んでいました。
　将来の西武鉄道を担う若者が現れたと期待
しています。（武蔵丘車両検修場　寄稿）

  

自
治
会
館
脇
の
西
武
鉄
道
沿
線
の
擁
壁
工

事
は
、
２
月
末
で
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
長

期
間
、
近
隣
住
民
の
方
に
騒
音
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
を
行
っ
た
金
子
組
の
皆
様
に

は
、
ア
カ
シ
ア
通
り
の
安
全
確
保
と
工
事
現

場
付
近
の
歩
道
の
草
採
り
や
清
掃
な
ど
に
ご

協
力
頂
き
自
治
会
長
と
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 擁

壁
工
事
終
わ
る



　
「
は
じ
め
ま
し
て
」

一
丁
目　

Ｓ
・
Ｓ

　

一
昨
年
の
十
一
月
に
こ
ま
武
蔵
台
に
引
っ

越
し
て
来
ま
し
た
。
私
は
ガ
ス
の
配
送
を
し

て
い
る
会
社
に
勤
め
て
い
て
夜
間
の
業
務
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
昼
の
時
間
は
自
宅
に
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
空
い
た
時
間

を
利
用
し
て
ま
ず
庭
に
駐
車
場
を
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
植
木
を
数
本
切
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
と
金
網
の
フ
ェ
ン
ス
を
取
り
去
り
、
土

と
砂
を
掘
り
出
し
て
約
一
ヶ
月
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
期
間
ご
近
所

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
優
し
い
言
葉
を
下
さ
っ
た

り
、あ
た
た
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
ち
ら
に
引
っ
越
し
て
来
て
本
当
に
良
か
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
の
四
月
か
ら
は
自
治
会
の

班
長
の
役
が
回
っ
て
来
ま
し
た
。
私
が
最
初

に
思
っ
て
い
た
よ
り
も
行
事
が
多
い
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て
来
て
ま
だ
数
ヶ

月
の
私
に
出
来
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
協
力
的
で
て
い
ね
い
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
の
で
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
夏
の
暑
い
日
に
祭
り
の
準
備
を
大
勢
で

し
た
こ
と
や
、
祭
り
当
日
み
な
さ
ん
の
笑
顔

に
出
会
え
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
治
会
の
一
員
と
し
て

よ
り
多
く
の
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

武 蔵 台 だ よ り2015年3月1日

ちょっとよい言葉　人生は自転車のようなものだ　倒れないようにするには走らなければならない

　

｢

我
が
家
の
昨
今｣

五
丁
目　

Ａ
・
Ｓ

　

こ
こ
武
蔵
台
団
地
の
住
人
に
な
っ
て
三
十

年
以
上
が
経
っ
た
。
自
治
会
班
長
も
三
回
目

が
終
了
す
る
。

　

入
居
の
頃
は
、
子
供
達
の
元
気
な
声
や
、

早
朝
の
通
勤
を
急
ぐ
靴
音
、
車
の
走
る
音
が

聞
こ
え
た
が
、
近
頃
は
め
っ
き
り
少
な
く
な

り
、
団
地
の
高
齢
化
現
象
の
現
れ
の
よ
う
な

気
が
す
る
。

　

わ
が
身
も
高
齢
化
が
進
み
、
郵
便
局
や
病

院
か
ら
の
帰
路
、
五
丁
目
ま
で
の
上
り
坂
は

い
さ
さ
か
応
え
る
し
、
除
夜
の
鐘
を
聞
き
な

が
ら
の
滝
不
動
へ
の
初
詣
は
途
絶
え
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
で
あ
ろ

う
。
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
時
の
不
安
は
大

き
い
。｢

住
み
良
い
町
づ
く
り｣

も
大
切
だ

が
「
何
時
ま
で
も
住
め
る
町
」
に
な
っ
て
欲

し
い
と
思
う
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
殺
風
景
な
我
が
家
の
庭

に
は
、
風
が
運
ん
だ
の
か
、
鳥
が
運
ん
だ
の

か
分
か
ら
な
い
が
、
自
然
に
モ
ッ
コ
ク
、
ネ

ム
ノ
キ
、
柿
の
木
が
適
所
を
選
ん
で
育
っ
て

い
る
。
気
づ
い
た
ら
桜
も
育
っ
て
い
る
。
今

年
は
一
輪
で
も
良
い
の
で
咲
い
て
く
れ
な
い

か
と
楽
し
み
に
春
を
待
っ
て
い
る
。

　

武
蔵
台
の
住
環
境
は
誇
り
に
思
う
し
、
恩

恵
も
大
き
い
。

　

武
蔵
台
の
良
さ
を
大
切
に七丁

目　

Ｓ
・
Ｏ

　

こ
の
地
を
知
っ
た
の
は
、
今
か
ら
二
十
数

年
前
に
日
和
田
山
の
岩
登
り
の
練
習
の
た
め

に
高
麗
駅
に
降
り
た
ち
、
山
一
帯
開
発
さ
れ

た
街
を
見
て「
人
間
の
力
は
す
ご
い
も
の
だ
」

と
思
っ
た
時
で
あ
る
。

　

そ
の
頃
、
飯
能
駅
で
は
電
車
が
ス
イ
ッ
チ

バ
ッ
ク
し
て
い
た
の
も
思
い
出
す
。そ
の
後
、

結
婚
を
し
、
子
供
が
生
ま
れ
家
族
で
住
む
地

を
求
め
、
現
在
の
地
に
移
り
住
み
早
十
年
で

あ
る
。

　

子
供
を
通
じ
て
知
り
合
い
が
出
来
、
こ
の

地
の
更
な
る
良
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
十

年
で
も
あ
る
。

　

そ
の
間
、
大
震
災
、
大
雪
、
ス
ー
パ
ー
の

撤
退
な
ど
あ
り
ま
し
た
。
直
接
的
・
間
接
的

な
不
便
も
含
め
て
経
験
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
家
族
の
改
め
て

の
結
束
も
出
来
た
こ
と
は
、
こ
の
地
に
い
る

か
ら
こ
そ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

少
な
く
と
も
、
世
間
一
般
的
な
少
子
化
の

嵐
を
今
後
も
こ
の
地
は
受
け
て
行
く
と
思
い

ま
す
。
水
や
空
気
の
美
味
し
さ
、
星
の
き
れ

い
な
こ
と
、
周
囲
の
温
か
い
視
線
な
ど
良
さ

の
方
が
上
回
る
こ
の
地
を
、今
後
も
大
切
に
、

そ
し
て
後
押
し
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

考
え
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
一
緒
に
よ
く

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

編　

集　

後　

記

　

今
年
、
新
成
人
に
達
し
た
人
口
は
全
国
で

１
２
１
万
人
、
前
年
比
で
１
万
人
の
減
少
と
総
務
省

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会
の
歯
止
め
は

い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
日
高
市
の

新
成
人
は
４
８
３
人
、
う
ち
武
蔵
台
地
域
は
65
人
で

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昔
の
言
い
伝
え
に
出
典
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が

「
一
家
に
一
老
人
あ
る
は
一
宝
あ
る
が
如
し
」
の
語

録
が
あ
り
ま
す
。お
年
寄
り
を
敬
い
尊
ぶ
気
持
ち
と
、

70
歳
を
「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」
と
古
稀
を
祝
う

ほ
ど
長
生
き
さ
れ
る
お
年
寄
り
が
少
な
か
っ
た
時
代

だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

わ
が
国
は
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
。
古

稀
の
お
宝
が
銅
な
ら
傘
寿
、
米
寿
、
卒
寿
、
白
寿
、

百
寿
を
迎
え
た
お
年
寄
り
は
、
銀
・
金
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
・
プ
ラ
チ
ナ
に
匹
敵
す
る
値
打
ち
に
な
る
で

し
ょ
う
。
だ
が
、
お
宝
も
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
て

は
何
の
価
値
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
、
新
潟
県
燕
市

で
は
還
暦
か
ら
20
年
を
迎
え
た
80
歳
に
な
る
お
年
寄

り
の
長
寿
を
祝
う
「
熟
年
成
人
式
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
元
気
で
す
。
一
度
限
り
の
人
生
。
武
蔵

台
も
負
け
ず
に
元
気
を
出
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
最
後
の
武
蔵
台
だ
よ
り
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
、
広
報
部
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
部

員
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
欄

の
拙
文
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆

様
方
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

（
川
村
）

（4）

筒　

井　
　
　

繁
（
94
歳
）
一
─
一
四
─
二

ご
逝
去
日　

十
二
月
二
十
九
日

大　

島　

千
恵
子
（
84
歳
）
三
─
四
─
一
六

ご
逝
去
日　

一
月
五
日　
　
　

一　

条　

祐　

通
（
87
歳
）
三
─
三
─
一

　
　

ご
逝
去
日　

一
月
十
七
日　
　


